
 
 

 

よりいブランド研究会とは・・・？ 

寄居町の自然、歴史・文化、特産品、食等の発見・発掘・研究等を通じて地域資源をみ
がきあげ、付加価値を高めることにより、「よりいブランド」として他の地域との差別化
を図り、町の賑わい創出と産業振興に資することを目的とし、令和４年１１月に設立しま
した。 

今までの取組・・・ 

商品開発によるブランド力向上を目的に町自慢の逸品（「里山八珍」という総称）の発
掘、また、地域自体のブランディングが必要と捉え、環境省（当時環境庁）の名水百選に
認定された「風布川・日本水」のある風布地区で、地域の魅力や集客力向上を目指してい
ます。 

 

～日本の里（やまとのさと）紅葉ライトアップ～ 

風布川の水面に映える紅葉はまさに絶景で、晩秋の里山の中で照らし出された木々と彩
谷橋（さいこくばし）の幻想的な雰囲気を多くの方に楽しんでいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



～風布地区・風のみちハイキング～ 

 風のみちは林野庁・水源の森百選として認定された「日本水の森」の中にあり、風布川
沿いに設置されたコースで、新緑がとても清々しく、名水流れる川のせせらぎを聴きなが
ら多くの方にハイキングを楽しんでいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～里山八珍認定事業～ 

地ものを使い、自然の恵みを生かした寄居町ならではの自慢の逸品として、令和５年４
月から「旨知味（しちみ）」、「天然蜂蜜」、「さくらんぼジャム」の３品を「里山八珍」と
して認定しています。 

そして・・・令和７年度、新たな町の自慢の逸品「里山八珍」を募集します。 

            ⇒ 【別紙募集要項】をご覧下さい。


